
、

P

●

‘

“

■

小
田
原

版
／
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平
成
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年
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元
旦
号

自
己
負
担
ゼ
ロ
、
遊
休
地
活
用

太
陽
光
発
電
で
地
域
貢
献

　
原
発
に
代
わ
る
ク
リ
｜
ン
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

注
目
が
集
ま
る
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム。

市
内
成
田
に
本
社
を

構
え
る
J
・
シ
ス
テ
ム
株
式
会

社
（沖
紀
和
代
表
取
締
役）

は、

今
か
ら
10
年
以
上
も

前
か
ら

太

」
・
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
取
り
扱

う
販
売
・
工
事
会
社
。
施
工
件

数
は
3
千
件
を
越
え
、
施
工
内

容
や
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
評

価
さ
れ
2
年
連
続
で
シ
ャ
ー
プ

か
ら

表
彰
を
受
け
た。

豊
富
な

施
工
実
績
か
ら
、
他
社
で
取
り

“、

銀
4
／

、
、
ち
V

付
け
が
困
難
な
屋
根

三！rh
10年以上も前
から太陽光発電

システムを手
がけるプロ集団

に
も

真
剣
に
対
応。

雨
漏
り
の

ク
レ
ー
ム
が
な
い
の
も
同
社
の

誇
り
だ
。
工
事
の
腕
の
良
さ
か

ら

大
手
企
業
か
ら

協
力
の
依
頼

や、

県
外
か
ら

5
0
0
㎞
の
シ

ス
テ
ム
の
依
頼
も
舞
い
込
む
。

　
そ
ん
な
同
社
が
昨
年
か
ら

取

り
組
ん
で
い
る
の
が
「
屋
根
貸

し
制
度
」
。
建
物
所
有
者
の
自

己
負
担
は
ゼ
ロ、

同
社
が
出
資

し
て
設
備
を
設
置
す
る

の
で、

資
金
が
な
く
て
も
太
陽
光
発
電

を
普
及
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

ま
た、

遊
休
地
の
有
効
活
用
に

・

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　　　●

蘂⌒一一泊1
　　　λ肯

Jシスチム棒式会杜ほ

4怒マ言∫←；碧留㍍㌘岩＃

｛■●’馬．‘．●民亀　’《■商工罵婚

“寅■ず、，　，’■嚇w聯田捧“と

プ，7■f’一⌒×垣■■‘禽

口耐…暢閃　　　｛西φ
’ひ一1念t¶●竃く‘・含＆s8◆

し←∀祐x灸蛍

仏A裏ロ培司

SH4np

シャープから
2年連続で表彰

を
提
案
し

て
お
り
、
市
内
3
カ

所
で
工
事
が
進
む。

沖
社
長
は

「
こ

の
地
域
に
電
力
を
自

給
自

足
す
る
仕
組
み
を
つく
り
た
い
」

と

今
後
も

地
域
貢
献
に
尽
力
す

る
方
針
を
語
る。

　
同
社
が
今
年
計
画
し
て
い
る

の
が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
。
「
テ
レ

ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど

不
要
な
電
化

製
品
を
買
い
取
り
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
な
ど

本
当
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
国
に
寄
付
し
た
い
」
と
語

る
沖
社
長
の
姿
勢
か
ら

「
推
譲

の
精
神
」
が
感
じ
ら
れ
た
。

（住）小田原市成田481－1
　　　　　　　　　　　　　　http〃www
画画0120－795－202　」system　lnfo／
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街
に

息
づ
く

「
推
譲
の
精
神
」

地
域
と
の
共
生
が
原
点
　
さ
が
み
信
用
金
庫

…
　
1
9
2
5
年
の
創
立
以
来
、
「
さ
が
み
信
用
金
庫
（
石
田
武
会
長
、
片
桐
晃
理
事
長
）
」
は
、
川

…
県
西
地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
、
小
田
原
を
中
心
に
地
元
の
発
展
・
成
長
に
大
き
く
寄
与
し
て
…

…
き
た。

同
金
庫
が
掲
げ
る

「
地
域
社
会
と
の
共
生
」
は
、
創
立
の
ル
ー
ツ
に
深
い
関
わ
り
を
持
…

…
つ
郷
土
の
偉
人
・
二
宮
尊
徳
の
「
推
譲
の
精
神
」
を
表
し
た
企
業
理
念
と
い
え
る
。
　
　
　
　
　
川

　
さ
が
み
信
用
金
庫
の
前
身

「
小
田
原
信
用
購
買
組合
」
は
、

関
東
大
震
災
の
被
害
で
苦
し
む

庶
民
に
と

っ
て
待
望
の
金
融
機

関
だ
っ
た
。
初
代
の
組
合
長
に

は
小
田
原
町

（当
時
）
の
町
議

二

∨
4

＜
、
き

や
助
役
を
務
め
た
松
岡
彰
吉
が

就
任
し
た。

組
合
設
立
後
最
初

の
事
業
報
告
書
に
は、

震
災
に

よ
る
不
況
の
も
と
、
少
し
で
も

組
合
員
に
貢
献
で
き
た
喜
び

と
、
さ
ら
に
収
益
を
挙
げ
よ
う

蔭
’
㌧
☆
芦

　
ぷ
こ

鷲
鰯

　　∨
　㌧’

整

〆
培
．

声靭
褒
、

玉
㌧
事
茸

　
　
．
“
．
Ψ

二
宮
尊
徳
こ
そ
「
さ
が
み
信
用
金
庫
」
の
原
点

と

努
力
を
誓
う
言
葉
が
記
さ
れ

て
い
る
。
尊
徳
が
生
き
た
時
代

か
ら

連
綿
と
連
な
る
同
金
庫
の

不
変
の
理
念
が、

庶
民
の
た
め

に
ま

い
進
す
る
力
強
い
決
意
と

し
て
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

豊
か
さ
へ
の
貢
献

　
地
域
と

の
共
生
が
街
の
中
で

は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
、

同
金
庫
が
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
社
会
貢
献
活
動。

同
金
庫
で

は
現
在、

地
域
の
文
化
・
芸
術

活
動
に
携
わ
る
団
体
・
個
人
へ

の
助
成
金
贈
呈
や、

献
血
や
募

金、

地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
積
極
的
に

行
つ
て
い
る
。

　
ま
た
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
に
も
積
極
的
に
参
加
。
今
や

小
田
原
の
秋
の
風
物
詩
と
も
な

っ
た

「O
D
A
WA
R
A
え
っ

さ
ホ
イ
踊
り
」
に
も
、
職
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
タ
ぶ

よ
る
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
（
翔
舞
）

が
参
加
し
、
す
で
に
1
0
年
に
な

る
。
昨
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
シ

準
大
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
高

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
、

iir薗画い’
よさこいチーム「翔舞」

観
客
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な

く
、
支
店
の
あ
る
全
て
の
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
繋
が

り
を
大
切
に
し
た
活
動
を
続
け

て
いる
。

　
も
ち
ろ
ん
本
業
の
信
金
業
務

に
お
い
て
も
自

己
資
本
比
率
10

・

55
％
と

東
日

本
大
震
災
以
後

も
、
高
い
水
準
を
保
ち
、
地
元

の
経
済
を
支
え
て
い
る
。
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冒
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え
に
し

「
小
田
原
の
こ
こ
ろ
」
で
結
ぶ
縁

小
田
原
セ
レ
モ
一
T
ホ
ー
ル
・
成
田
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
市
内
酒
匂
と

成
田
に
総
合
葬

祭
場
を
構
え
る
さ
が
み
ラ
イ
フ

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
大
塚
謙

太
社
長
）
。
創
業
1
5
年
目
と
な

る

「地
元
密
着
」
の
企
業
だ
。

　
1
年
3
6
5
日
、
2
4
時
間
、

近
し

い
人
を
失
う
悲
し
み
を
抱

え
て
葬
儀
に
臨
む
施
主
の
心
に

寄
り
添
う
ー
。
創
業
以
来
同
社

日日rr

が
重
ね
て
き
た
経
験
は、

時
代

と
と
も

に
変
化
す
る

ニ
ー
ズ
に

も

確
実
に
応
え
て
き
た。

　
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
が
特
長

の
小
田
原
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

と
、
一
葬
家
貸
切
で
の
葬
儀
が

執
り
行
え
る
成
田
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
。
病
院
等
へ
の
お
迎
え

か
ら

法
要
ま
で、

一
人
の
葬
祭

フ

デ
ィ

レ
ク
タ
τ
が
一
貫
し

助
て
行
う
こ
と
で
、
遺
族
の

ス

要
望
に
迅
速
に
応
え
ら

れ

蝸
る

態
勢墓
え
て
い
る
．

批
地
元
出
身
の
ス
タ
ッ

フ
が

一

多
い
の
も
、
き
め
細
や
か

硬
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

の

る
秘
訣
だ
ろ
う
。

U
　　

地
元
企
業
が
中
心
と

な

古
り
構
成
さ
れ
る
協
力
会
の

抽
存
在
も

不
可
欠
だ
．
通
夜

「
料
理
の
席
に
、
片
浦
レ
モ

ン
サ
イ
ダ
ー
の
よ
う
な
地
元
色

を
活
か
し
た
品
の
用
意
や
、
地

元
の
名
店
か
ら
選
べ
る
返
礼
品

な
ど
、
地
元
を
大
切
に
す
る
取

組
み
も
同
社
な
ら

で
は。

　
ま
た
企
業
活
動
だ
け
で
な
く

奉
仕
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
震
災
直
後
に
は
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、
収

益
金
を
相
馬
市
震
災
孤
児
等
支

援
金
に
寄
付、

今
後
も

続
け
る

予
定
だ
。
ま
た
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
朝
市
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
は
1
2
回
を
数
え
、
地
域
に

密
着
し
た
催
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
故
人
を
送
る
だ
け
で
なく
、

施
主
と

会
葬
者
の
、
地
域
と
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
に
し

タ
ッ

フ
の、

一期
一
会
の
『
縁
』

を
結
ぶ
。

■
ざ
が
み
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
㈱

呑0
4
6
5
・
4
5
・
4
4
0
0

建

学
の
精
神
は
報
徳
思
想

　　　　　

llllllllllllllllllllllllllJllllllll

　
昨
年
学
園
創
立
1
1
0
周
年
を
迎
え
、
1
0
月
に
は
記
念
…

式
典
を
挙
行
し
た
新
名
学
園
旭
丘
高
等
学
校
（
水
野
浩
理
㎜

事
長
・
学
校
長
）
。
次
の
m
年
に
向
け
て
新
た
な
決
意
を
抱
…

く
水
野
理
事
長
に
話
を
聞
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
ー
学
園
草
創
期
以
来
学
校
づ

く
り
の
柱
に
尊
徳
精
神
（
至
誠

・

勤
労
・
分
度
・
推
譲
）
を
掲

げ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か。

　
　
　
　
　
　
　
ト
も
な
　
も
　
と

　
本
学
園
の
創
立
者
新
名
百
刀

先
生
が
小
田
原
の
ま
ち
に

「
裁

縫
・
造
花
・
編
物
伝
習
所
」
を

開
設
し
た
の
が
明
治
35
（
1
9

取
材
に
応
え
る
水
野
理
事
長

0
2
）
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の

4
年
後
の
明
治
3
9
（
1
9
0
6
）

年
に
は
神
奈
川
県
知
事
よ
り
私

立
学
校
設
置
の
認
可
を
得
て

「
新
名
裁
縫
女
学
校
」
と
な
り
、

近
代
的
学
校
制
度
の
中
で
高
等

女
学
校
へ
の
地
歩
を
確
か
な
も

の
と
し
ま
し
た。

教
育
の
基
調

は
今
日

で
い
う
「
生
活
と
教
育

の
結
合
」
に
よ
る
実
学
教
育
に

徹
し
、
女
子
の
人
格
形
成
を
図

る
こ

と
。
地
域
か
ら
「
嫁
に
も

ら
う
な
ら
新
名
さ
ん
の
娘
を
」

と
ま

で
評
価
さ
れ
る
私
学
へ
と

発
展
を
遂
げ
ま
し
た。

学
校
法
人

　

創
立
者
・
新
名
百
刀
女
史

　
　
　
　
　
　
　
新
名
学
園
旭
丘
高
等
学
校

　
こ
の
よ
う
な
学
園
の
草
創
期

は、

日
本
の
産
業
革
命
が
発
展

の
段
階
に
あ
り
、
女
性
が
「
手

に
技
を
つ
け
る
」
と
い
う
時
代

の
要
請
と
と
も
に、

新
名
百
刀

女
史
が
学
ん
だ
共
立
女
子
職
業

学
校
の
よ
う
に
、
女
性
が
裁
縫

・

手
芸
等
の
技
芸
を
習
得し
、

職
業
に
つ
い
て
精
神
的
・
社
会

的
に
も
自
立
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
教
育
を
求
め
る
時
代

状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
代
の
大
き
な
流
れ
の
な
か

で、

本
学
園
は
地
域
の
教
育
要

求
に
応
え
た
「
地
域
に
役
立
つ

学
校
」
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

く
時
の
教
育
の
理
念
、
な
い
し

は
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
を
定
立
さ
せ

る
必
然
性
か
ら
、
郷
土
小
田
原

の
生
ん
だ
農
政
家
二
宮
尊
徳
の

実
学
的
な
「
報
徳
思
想
」
を
校

訓
と
し
て
据
え
た
も

の
と

考
え

ら

れ
ま
す。

　
ー
現
在
「
報
徳
思
想
」
を
建

学
の
精
神
に
ど
の
よ
う

に
位
置

づ
け
て
い
る
の
で
す
か。

ま
た、

学
園
が
こ
れ
か
ら
目
指
す
方
向

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
創
立
1
1
0
周
年
を
迎

え
た
当
学
園
は、

こ

の
建
学
の

精
神
の
今
日

的
意
味
を
踏
ま

え、

21
世
紀
「グ
ロ
ー
バ
ル
な

人
間
の
世
紀
」
に
お
け
る
尊
徳

精
神
の、

分
を
わ
き
ま
え、

剰

余
を
生
み、

社
会
公
共
の
た
め

に
拡
大
再
生
産
を
行
う
と
し
た

「推
譲
」
の
教
え
に
な
ら
っ
て
、

学
園
の
「
次
の
10
年
1
1
創
立
1

2
0
周
年
」
を
展
望
し
た
「
新

総
合
計
画
」
を
構
想
し
、
新
た

な
教
育
像
と
し
て
「人
が
人
と

な
る
教
育
」
の
構
築
を
な
し
、

学
校
像
と

し
て
は

「
参
加
と

協

働
」
に
よ
る
「
地
域
立
・
市
民
立
」

の
私
学
の
創
造
を
図
っ
て
い
く

所
存
で
す。

　
当
面、

2
0
1
3
年
に
お
い

て
は
隣
国
中
国
の
西
安
外
国
語

大
学
と

の
日
中
友
好、

教育
・

学
術
・
文
化
交
流
の
「
協
定
書
」

に
も
と

づ
き
同
大
学
か
ら

の
講

師
の
派
遣
を
受
け
、
新
春
1
月

の
第
51
回
「
旭
丘
高
校
全
学
教

記念式典では生徒が想いを語った

育
研
究
集
会
」
へ
の
参
加
、
続

い
て
2
月
に
は
中
国
文
化
を
テ

ー
マ
と
す
る
特
別
交
流
講
座
を

開
く
予
定
で
す
。
1
9
7
2
年

の
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
の
と

き、

故
周
恩
来
首
相
が
述
べ
た

「
水
を
飲
む
と

き
に、

井
戸
を

掘
っ
て
く
れ
た
人
々
の
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う

言
葉
を
念
頭
に
、
微
力
な
が
ら

日
中
友
好、

教
育
・
学
術
・
文

化
交
流
の
架
け
橋
に
な
っ
て
い

け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ラ

○第1校地

小田原駅から徒歩5分
〒2500014　神奈川県小田原市城内1番↑3号
丁EL　O465242227（代）FAX　O465220216

●第2校地

小田原駅からスクールパス15分

〒2500042　神※川県小田原市荻喧1980
TEL　O46521〔｝660（イ℃）　F夙X　O465210680

学校法人新名学園

旭丘高等学校

（
　
∧
（
　
　
　
＾
　
＾

∧
　
　
　
～
　
〃

関
東
学
院
大
学
　
　
　
　
学
長
大
野
功
一
　
　
　
　
　
小
田
原
市
薮
甕
＝
六
一
一
番
地
＝
　
　
　
　
　
竃
些
〇
四
六
五
｝
三
四
⊥
三
＝
⌒
代
衰
）

ン

騨
粒
○

λ
’
爪

小
田
原
女
子
短
期
大

麟
謙
相
洋
中
・
高
等
学
校
理
事
長
久
野
雅
覧
　
小
田
原
市
城
山
四
ー
三
T
三
＝
　
　
T
E
・
四
六
五
三
青
。
。
二

「

＝
㈱
　
　
　
　
　

耀
4
0
ゆ
綿
　
　
　
　
　
資

襲
讃
旭
丘
高
等
学
校
鑓
賑
水
野
　
浩
　
（
城
内
キ
ャ
ン
バ
ス
本
部
）
小
田
原
市
城
内
一
ー
十
三
　
　
　
　
電
話
〇
四
六
五
ー
二
四
ー
二
二
二
七
㈹
　
（
久
野
荻
窪
キ
ャ
ン
パ
ス
）
小
田
原
市
荻
窪
「
九
八
〇
　
　
　
　
電
話
〇
四
六
五
ー
　
＝
ー
〇
六
六
〇

廼
W

学校法人
函
嶺
白
百
合
学
園
小
・
中
嵩
等
学
校
　
　
理
事
長
深
堀
シ
ヅ
子
　
　
勧
学
賊
馬
目
さ
だ
子
　
　
鞠
群
㎜
麟
深
水
　
　
洋
子
　
　
箱
根
町
強
羅
＝
三
一
〇
　
廿
〇
四
六
〇
ー
八
七
ー
六
六
二

立
花学園
高
等
学
校
竃
込
山
英
弥
　
足
柄
上
郡
松
田
町
松
田
惣
領
三
〇
七
ー
二
　
T
E
L
O
四
六
五
ー
八
三
ー
一
〇
八
一
㈹
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η

地域の教
育
と
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
西
湘
地
区
教
育
文
化
研
究
所
　
　
所
長
清
水
　
隆
男
　
　
　
　
小
田
原
市
扇
町
五
丁
目
一
七
番
＝
一
号
　
　
　
　
古
〇
四
六
五
ー
三
五
ー
〇
七
二
八

〃

総合
制
服
企
画
製
造
蕗
7
ル
ク
　
　
本
　
　
店
　
小
田
原
国
際
通
り
　
廿
（
2
3
）
〇
九
〇
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
2
4
）
＝
ハ
六
九

小
さ
な
教室・大
き
な
成
果
田
エ
コ
ー
ル
学
院
　
　
　
　
本
部
廿
0
4
6
5
（
2
2
）
1
3
4
3
　
コ
コ
で
＼
＼
≦
ミ
≦
Φ
8
一
？
Q
呉
⊆
⊃
o
o
∋
＼

一

緬
％

爪

楽
し
く
、
し
っ
か
り
伸
ば
す
鵬
工
ぺ
肋
ー
ム
　
　
本
部
　
小
田
原
市
本
町
一
－
一
〇
－
二
五
　
　
　
　
　
電
話
〇
四
六
五
－
二
四
⊥
一
一
八
二
一
一
㈹
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